
埼玉県皆野町秩父華厳の滝
秩父華厳の滝は、水が一直線に流れ落ちる姿が日光の華厳の滝に似ているところ
から、名付けられたということです。日光は豪壮で男性的ですが、秩父は落差約12
メートルと小ぶりで、つつましい優美さが感じられ、女性的です。滝つぼを近くで眺め
ることができ、清 し々い空気に触れることができる癒しのスポットにもなっています。駐車
場やバス停から徒歩10分弱とアクセスが良く、手軽に観瀑できます。

「秩父華厳の滝。滝口から滝つぼに至る水流が緩やか
な曲線を描き優美さが引き立っている。」

「山道では滝口の上から滝の全景を
見ることができる。」

駐車場から滝までの山道は整備されている。さらに山道を登ると、
不動滝、上空（かみそら）滝があり、秩父華厳の滝と合わせて「日
野沢三滝回廊」と名付けられている。

滝口の上には、コンクリート製の不動明王が鎮座している。
ユーモラスな顔をしている。

<所在地>
秩父郡皆野町大字下日野沢

<アクセス>
電車：秩父鉄道「皆野駅」より、皆野町営バス「日野沢」行き
　　　「秩父華厳の滝前」下車、徒歩約5分　　　　　　
　車：関越道花園ICから国道140号で秩父方面へ向かい、　　　　
　　　親鼻橋で皆野市街方面へ

秩父華厳の滝

荒
川

秩
父
鉄
道

140

284

皆野
長瀞 IC

皆野駅

親鼻駅

ザナショナル
カントリー倶楽部埼玉

長瀞駅

ACCESS秩父華厳の滝

天空のおやき
山道を登ると、秩父名物「天空のおやき」の店がある。
テラス席からは秩父の山並みが眼前に広がる。
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ニ
ッ
ポ
ン
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父
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だ
て
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後
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主
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公

2
0
1
9
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
」〜
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
噺（
ば
な
し
）〜
後
半
の

主
人
公
は
田
畑
政
治
氏
。日
本
の
水
泳
を
世
界
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
、東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
心
血
を
注
ぎ
、昭
和
39
年（
1
9
6
4
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
成
し
遂
げ
た
人

物
だ
。水
泳
の
普
及・強
化
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
生
涯
を
捧
げ
た
人
生
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
文
は
敬
称
略
）

　

田
畑
政
治
は
明
治
三
一
年（
一
八
九

八
）、一
二
月
一
日
、静
岡
県
浜
名
郡
浜
松

町
成
子（
な
る
こ
）（
現
在
の
浜
松
市
中
区

成
子
町
）の
造
り
酒
屋「
八
百
庄
」の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。田
畑
家
は
浜
松
有
数

の
資
産
家
で
、夏
に
は
浜
名
湖
岸
の
弁
天

島
と
い
う
避
暑
地
の
別
荘
で
過
ご
す
な

ど
、良
家
の
子
息
と
し
て
育
っ
た
。

弁
天
島
は
中
学
生
が
水
泳
訓
練
を
す
る

場
所
で
、田
畑
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
訓
練
風

景
を
見
て
い
た
た
め
、中
学
生
に
な
る
と

遠
泳
を
始
め
た
。熱
心
に
練
習
し
て
将
来

は
水
泳
選
手
に
な
る
夢
を
持
つ
が
、大
正

三
年（
一
九
一
四
）の
中
学
四
年
の
時
に
慢

性
盲
腸
炎
に
大
腸
カ
タ
ル
を
併
発
し
、医

師
か
ら
激
し
い
競
泳
は
止
め
ら
れ
て
し

う
。政
治
は
選
手
の
道
を
断
念
し
、指
導
者

と
な
っ
て
母
校
の
浜
松
中
学
校
を
水
泳
日

本
一
に
し
よ
う
と
指
導
に
励
む
の
だ
っ
た
。

　
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）、田
畑
は
東
京

帝
国
大
学
に
入
学
し
、浜
名
湾
遊
泳
協
会

の
監
督
と
し
て
競
泳
大
会
に
臨
む
が
、大

阪
の
茨
木
中
学
校（
現
在
の
大
阪
府
立
茨

木
高
校
）に
完
敗
す
る
。茨
木
中
学
は「
日

本
近
代
水
泳
発
祥
の
地
」と
し
て
、五
〇

メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
な
ど
設
備
が
充
実
し
て

お
り
、強
豪
選
手
が
多
く
国
内
無
敵
を
誇
っ

て
い
た
。翌
年
、弁
天
島
に
長
さ
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
が
完
成
、新
設
の
プ
ー

ル
で
全
国
競
泳
大
会
が
行
わ
れ
た
。地
元

で
の
開
催
の
た
め
優
勝
を
目
指
し
た
が
、

大
差
で
茨
木
中
学
校
に
敗
れ
た
。田
畑
は

茨
木
中
打
倒
を
目
標
に
掲
げ
、技
術
面
、精

神
面
の
強
化
を
図
る
た
め
、気
迫
の
こ
も
っ

た
指
導
を
続
け
て
選
手
の
潜
在
能
力
を
引

き
出
し
、翌
年
の
大
正
一
一
年（
一
九
二
二
）

の
大
会
で
は
つ
い
に
茨
木
中
学
校
を
破
っ

た
。両
校
の
激
戦
は
選
手
の
強
化
に
つ
な
が

り
、世
界
に
も
通
じ
る
か
も
し
れ
な
い
と

国
民
の
期
待
は
高
ま
り
を
み
せ
始
め
た
。

　
大
正
一
三
年（
一
九
二
四
）に
は
水
泳
の

全
国
統
一
組
織
と
し
て
大
日
本
水
上
競
技

連
盟
が
創
立
さ
れ
、田
畑
も
創
立
総
会
に

参
加
し
た
。こ
の
時
田
畑
は
26
歳
で
、大
学

を
卒
業
し
て
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
た
ば

か
り
だ
っ
た
。

大
正
五
年（
一
九
一
六
）に
は
浜
名
湖
付

近
の
学
校
を
ま
と
め
て
競
泳
の
訓
練
を
す

る「
浜
名
湾
遊
泳
協
会
」が
設
立
さ
れ
た
。

浜
名
湖
周
辺
の
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

練
習
を
し
て
い
た
が
、練
習
方
法
を
統
一
し

て
選
手
の
強
化
を
図
る
試
み
だ
。田
畑
は
発

起
人
の
一
人
に
名
を
連
ね
、リ
ー
ダ
ー
と
し

て
頭
角
を
現
し
て
い
く
。

浜
松
で
水
泳
に
親
し
む
日
々
を
送
る

弁天島100 メートルプール（案内看板より）

競
泳
全
国
一
を
目
指
し
て
練
習
を
強
化

Masaji Tabata

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
開
催
さ
れ

た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
五
輪

で
は
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
の
鶴
田

義
行
が
日
本
人
と
し
て
初
め
て
水
泳
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。ま
た
、八
〇
〇
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
で
は
銀
メ
ダ
ル
、
一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
は
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
日
本
の
水
泳
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

と
な
っ
た
。
政
治
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

成
果
に
安
住
せ
ず
、
日
本
の
水
泳
を
さ
ら

に
強
化
す
る
た
め
の
行
動
を
続
け
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
終
了
後
、
政
治
は
水

泳
の
国
際
大
会
を
日
本
で
開
催
す
る
こ
と

を
企
画
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
五
個
の
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ワ
イ
ズ

ミ
ュ
ラ
ー
な
ど
の
有
力
選
手
を
招
待
し

た
。
日
本
の
水
泳
選
手
が
強
く
な
る
た
め

に
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ア
メ
リ
カ
と
の
対

抗
戦
が
不
可
欠
と
い
う
の
が
田
畑
の
持
論

で
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
東
京

の
神
宮
プ
ー
ル
で
日
米
水
泳
大
会
を
開
催

し
、
遂
に
ア
メ
リ
カ
を
破
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
五
輪
で
田
畑
は
日
本
水
泳
チ
ー
ム
の

総
監
督
と
な
り
、
選
手
四
一
名
を
統
率
し

た
。
日
本
の
男
子
水
泳
陣
は
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
自
由
形
、
一
、五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自

由
形
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
、
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
六
種

目
中
五
種
目
で
一
位
と
い
う
成
績
を
残

し
、「
水
泳
王
国
日
本
」
の
実
力
を
世
界

に
見
せ
つ
け
た
。
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
自
由

形
と
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
金
メ
ダ

ル
を
と
っ
た
宮
崎
康
二
は
浜
松
一
中
の
四

年
生
で
一
五
歳
の
青
年
だ
っ
た
。
宮
崎
が

帰
国
し
て
浜
松
駅
に
降
り
立
っ
た
時
に
は

一
万
名
以
上
の
群
衆
が
詰
め
か
け
、
そ
の

快
挙
を
祝
福
し
た
。

日
本
の
水
泳
を
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る

水泳訓練の集合写真
明治 44 年（1911）、浜松中学校の生徒が参
加した水泳訓練の集合写真。この時田畑は
1 年生だった。この訓練は 8 月 1 日に開始
され、浜名湖での大遠泳も行われた。この
遠泳は 6 時間以上かけて泳ぐという厳しい
もので、田畑も下級生ながら泳ぎきり、将
来は水泳選手になることを夢見ていた。

田畑政治の生家　造り酒屋「八百庄」絵図
田畑家は造り酒屋を営む浜松有数の資産家で、明治の学制改革では学校の設立に多額の寄付をし、銀行への出資、
商工会議所の設立に加わるなど、地元の発展に貢献した。昭和 42 年（1967）に生家の広大な敷地にレストラン
が建てられ、現在はコンビニエンスストアになっている。

田畑家の別荘があった弁天島
明治の中頃になると、浜松の資産家は浜
名湖畔の風光明媚な弁天島に別荘を持つ
ようになり、田畑家も橋のたもとに別荘
を所有した。田畑は幼少期から夏休みに
なるとこの別荘で過ごし、自然に泳ぎを
覚えたという。

氏

アムステルダム五輪会場

ー写真４点は The GATE HAMAMATSUの展示ー 23



『金栗四三と田畑政治』関連年表

1891年（明治24)
1898年（明治31）
1911年（明治44）

1912年（明治45）
1914年（大正3）
1916年（大正5）

1917年（大正6）
1919年（大正8）
1920年（大正9）

1921年（大正10）
1922年（大正11）
1923年（大正12）
1924年（大正13）

1928年（昭和3）

1932年（昭和7）

1936年（昭和11）

1937年（昭和12）
1938年（昭和13）
1939年（昭和14）
1944年（昭和19）
1945年（昭和20）
1946年（昭和21）
1947年（昭和22）
1948年（昭和23）

1952年（昭和27）
1956年（昭和31）
1959 年（昭和34）
1960年（昭和35）
1964年（昭和39）
1967年（昭和42）
1971年（昭和46）
1973年（昭和48）
1983年（昭和58）
1984年（昭和59）
2004年（平成16）

8月、金栗四三、熊本県玉名郡（現・和水町）に誕生。
12月、田畑政治、静岡県浜松町（現・浜松市）に誕生。
田畑、浜松中学校に入学。水泳部に入部。
金栗、オリンピック国内予選会マラソンで世界記録を大幅に更新して優勝。
金栗、三島弥彦とともに日本人としてオリンピック初出場。　　　第５回ストックホルム大会開催。日本初参加。
金栗、春野スヤと結婚。　田畑、病気のため水泳選手を断念。　　第一次世界大戦勃発。
金栗、神奈川県師範学校（現・横浜国立大学教育学部）に地理教師として赴任する。　
第６回ベルリン大会、第一次世界大戦で中止。
金栗、日本初の駅伝「東海道駅伝競走」開催に協力。選手としても参加。
金栗、仲間と下関ー東京間1200キロを20日間で走破。
金栗、仲間らと箱根駅伝を発案し初開催。　金栗、アントワープ大会に出場し１６位。
第７回アントワープ大会で、日本人初のメダル獲得（テニスで銀）
金栗、東京府女子師範学校（現・東京学芸大学）勤務。女子体育にも力を入れる。
金栗、仲間と樺太（当時）ー東京間を20日間で走破。
関東大震災。
金栗、パリ大会に出場するが棄権。第一線から引退。　田畑、東京帝国大学卒業。朝日新聞社に入社。　　
第８回パリ大会開催。
田畑、アムステルダム大会の金メダリストなど世界の一流選手を招き、国際水上大会を開催。
第９回アムステルダム大会で初の金メダル獲得。（陸上三段跳）
田畑、ロサンゼルス大会に水泳チームの総監督として参加。
第１０回ロサンゼルス大会で日本水泳陣がメダル１２個を獲得。
田畑、ベルリン大会で日本選手団副団長を務める。　　
1940年の第12回東京大会開催が決定。　　第11回ベルリン大会で水泳の前畑秀子が女子初の金メダル獲得。
田畑、東京オリンピック組織委員会の準備委員に就任。　　日中戦争勃発。
5月、嘉納治五郎死去（享年７７歳）　　7月、日本は東京大会開催返上を決定。
第二次世界大戦勃発。
第13回ロンドン大会、第二次世界大戦により中止。
田畑、日本水泳連盟理事長に就任。　　第二次世界大戦終結。
金栗、発足した熊本県体育会（現・熊本県体育協会）の初代会長に就任。
金栗賞朝日マラソン（福岡国際マラソンの前身）が熊本で開催。金栗がスターター。
田畑、日本水泳連盟会長に就任。ロンドン大会の日程に合わせて全日本選手権開催。
戦後初の第14回ロンドン大会開催。日本は招待されず。
田畑、ヘルシンキ大会で日本選手団団長を務める。　　第15回ヘルシンキ大会開催。
田畑、メルボルン大会で日本選手団団長を務める。　　第16回メルボルン大会開催。
田畑、東京オリンピック組織委員会の事務総長に就任。　　1964年のオリンピック、東京開催が決定。
第17回ローマ大会開催。
アジア初のオリンピック、第18回東京大会開催。
金栗、ストックホルム大会５５周年記念式典に招待され、55年越しのゴールを果たす。
田畑、日本体育協会副会長に就任。
田畑、日本オリンピック委員会（JOC）会長に就任。
11月、金栗四三死去（享年９２歳）
8月、田畑政治死去（享年８５歳）
第80回箱根駅伝から、最優秀選手に贈られる「金栗四三杯」新設。

idaten

いだてん～東京オリムピック噺～

人物
相関図

後半の主人公

田畑政治
（阿部サダヲ）

「いだてん～東京オリムピッ
ク噺～」後半の主人公。日本
にオリンピックを呼んだ男

古今亭志ん生
（ビートたけし）
昭和の大名人と呼ばれる

”落語の神様”

女子体育、大日本体育協会ほか

水泳日本代表チームほか

新聞社、政界ほか

金栗四三
前半の主人公

美濃部孝蔵

67

ドラマの語り手

（中村勘九郎）

若き日の志ん生

日本で初めて
オリンピックに出た男

idaten

高石勝男

水泳男子日本代
表選手

（斎藤 工）

大横田勉
（林遣都）

水泳男子日本代
表選手

宮崎康二
（西山潤）

水泳男子日本代
表選手

鶴田義行
（大東駿介）

水泳男子日本代
表選手

前畑秀子
（上白石萌歌）

水泳女子日本代
表選手

松澤初穂
（木竜麻生）

水泳女子日本代
表選手

小島一枝
（佐々木ありさ）

水泳女子日本代
表選手

ナオミ
（織田梨沙）

ロサンゼルスに
住む日経２世の女性

小池礼三
（前田旺志郎）

水泳男子日本代
表選手

野田一雄
（三浦貴大）

水泳日本代表
助監督

松澤一鶴
（皆川猿時）

水泳日本代表監督

河西三省
（トータス松本）
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大日本体育協会副会長

武田千代三郎
（永島敏行）

永田秀次郎
（イッセー尾形）

東京市長

四三の教え子

村田富江
（黒島結菜）

富江の父

村田大作
（板尾創路）

二階堂トクヨ
（寺島しのぶ）

東京女子高等師
範学校助教授

人見絹枝
（菅原小春）

日本人女性初の
オリンピック選手

大日本体育協会
第2代会長

岸 晴一
（岩松了）

シマの夫 結婚後も体育への
情熱を失わない

（柄本 佑）
増野

（杉咲 花）
シマ

緒方竹虎
（リリー・フランキー）

田畑の上司、政
治部長

高橋是清
（萩原健一）
大蔵大臣

犬養毅
（塩見三省）

内閣総理大臣

尾高
（じろう）

田畑の同僚、記者

田畑うら
（根岸季衣）

田畑政治の母

河野一郎
（桐谷健太）

田畑の同僚、記者

酒井菊枝
（麻生久美子）

田畑政治の妻

マリー
（薬師丸ひろ子）

バー「ローズ」のママ

（森山未來）



特
別
寄
稿

―
受
け
継
が
れ
る
長
距
離
走
の
伝
統―

群
馬
県
の
い
だ
て
ん
た
ち

　

平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
新
た
な「
令
和
」が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。読
者
の
み
な
さ
ま
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
こ
の

新
元
号
を
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の（
株
）ヤ
マ
ト
の
季
刊
誌
で
、
毎
年
大
河
ド
ラ
マ
に

ち
な
ん
だ
文
章
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今

年
度
の
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ「
い
だ
て
ん
」も
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
五
輪
の
長
距
離
に
出
場
し
た
金
栗
四
三
さ
ん

が
主
人
公
で
す
が
、
そ
の
活
躍
を
、
中
村
勘
九
郎
さ
ん
が

熱
演
し
て
い
ま
す
。主
人
公
の
出
身
地
は
熊
本
県
で
、
今

後
ド
ラ
マ
は
１
９
６
４
年
の
東
京
五
輪
招
致
へ
と
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　　

群
馬
県
は
陸
上
競
技
、
な
か
で
も
マ
ラ
ソ
ン
や
長
距
離

走
に
非
常
に
強
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。最
近
で
す
と

今
年
、
順
天
堂
大
学
を
卒
業
し
富
士
通
に
入
社
し
た
、
塩

尻
和
也（
し
お
じ
り 

か
ず
や
）選
手
、東
洋
大
学
の
西
山
和

弥（
に
し
や
ま 

か
ず
や
）選
手（
と
も
に
伊
勢
崎
出
身
）が

有
名
で
す
し
、
昨
年
秋
に
は
中
之
条
中
学
が
中
学
生
の
全

国
大
会
で
２
位
、
ま
た
男
子
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
で
群
馬

県
代
表
が
２
位
と
、
優
れ
た
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。女

子
も
高
校
駅
伝
で
は
、
健
大
高
崎
、
常
盤
な
ど
の
強
豪
校

が
あ
り
ま
す
し
、
ヤ
マ
ダ
電
機
の
女
子
陸
上
部
の
実
業
団

駅
伝
で
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
少
し
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
私
が

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、故
金
井
豊（
か
な
い 

ゆ
た
か
）選
手

と
中
村
孝
生（
な
か
む
ら 

た
か
お
）選
手
の
お
二
方
で
す
。

故
金
井
豊
さ
ん
は
沼
田
出
身
で
す
。高
校
時
代
か
ら
強

く
、
早
稲
田
大
学
か
ら
エ
ス
ビ
ー
食
品
に
入
社
し
、
社
会

人
駅
伝
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。中
で
も
第
３
２
回
全
日
本

実
業
団
駅
伝
で
は
最
終
走
者
と
し
て
、
両
手
を
広
げ
た
笑

顔
で
優
勝
の
テ
ー
プ
を
切
っ
た
写
真
が
印
象
的
で
し
た
。

（
ち
な
み
に
こ
の
時
の
第
１
区
区
間
賞
は
後
述
す
る
中
村

孝
生
選
手
で
し
た
）。１
９
８
４
年
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

五
輪
で
は
１
万
メ
ー
ト
ル
で
７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
長
距
離
入
賞
は
１
９
６
４
年
東

京
大
会
で
の
円
谷
幸
吉
（
つ
ぶ
ら
や 

こ
う
き
ち
）
選
手
以

来
の
快
挙
で
し
た
。母
校
沼
田
高
校
の
記
録
に
は
、《
沼
田
の

名
誉
》《
自
宅
は
赤
飯
で
お
祝
い
》な
ど
と
書
か
れ
た
、
上
毛
新

聞
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
こ
の
五
輪
で
の
力

走
を
映
し
た
記
念
の
皿
が
、
今
も
母
校
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
１
９
９
０
年
８
月
、北
海
道
で
の
合
宿
を
終
え
、札
幌
に
向

か
う
途
中
で
、
乗
っ
て
い
た
車
が
交
通
事
故
に
遭
い
他
界
す

る
と
い
う
無
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
０
年
近
く
が
経
過
し
、
昨
年
母
校
の
後
輩
が

自
由
研
究
で
、
金
井
選
手
に
つ
い
て
調
べ
発
表
す
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
生
徒
も
陸
上
部
で「
金
井
先
輩
の

よ
う
に
力
強
く
走
り
た
い
」と
い
う
思
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

金
井
選
手
の
思
い
は
、
時
を
経
て
確
実
に
後
輩
に
受
け
継
が

れ
ま
し
た
。競
技
場
な
ど
施
設
を
残
し
て
い
く
だ
け
で
は
な

く
、こ
う
し
た
、選
手
の「
思
い
」を
次
の
世
代
が
受
け
継
ぐ
と

い
う
目
に
は
見
え
な
い
伝
承
も
、
私
は
大
き
な
五
輪
の
レ
ガ

シ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
出
身
の
中
村
孝
生
さ
ん
も
日
本
体
育
大
学
か
ら
エ

ス
ビ
ー
食
品
で
活
躍
し
ま
し
た
。小
学
校
時
代
に
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
映
画
を
見
て
、《
い
ず
れ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
行
き
た
い
》と
、当
時
の
作
文
に
書
い
て
い
た
そ
う
で

す
。小
学
校
の
校
内
大
会
で
い
い
成
績
を
あ
げ
、先
生
か
ら

陸
上
部
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。当
時
の
こ
と
を
中
村
さ
ん
は

「
負
け
ず
嫌
い
で
同
期
は
も
ち
ろ
ん
、先
輩
に
も
負
け
た
く

な
く
て
、
ど
う
し
た
ら
陸
上
競
技
で
勝
て
る
か
毎
日
考
え

て
い
ま
し
た
。ま
た
自
己
記
録
や
大
会
記
録
を
破
る
た
め

練
習
を
積
み
、
記
録
が
出
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
事
を
思

い
だ
し
ま
す
」と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

   

中
学
時
代
の
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
走
の
記
録
は
今
も
群

馬
県
中
学
生
記
録
で
あ
り
、
お
よ
そ
４
７
年
間
破
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
み
て
も
、
い
か
に
中
村
さ
ん
が
傑
出
し
た

選
手
だ
っ
た
か
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

前
橋
工
業
高
校
２
年
生
の
時
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の

５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
、
あ
の
瀬
古
利
彦
（
せ
こ 

と
し
ひ

こ
）さ
ん
を
破
り
、
全
国
優
勝
し
ま
し
た
。当
時
の
陸
上
競

技
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
中
村
さ
ん
の
写
真
が
、
私
は
今

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
中
村
さ
ん
は
１
９
８
０
年
の
モ
ス
ク
ワ
五
輪
の

５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
と
１
０
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
日
本
代

表
と
な
り
、本
番
に
向
け
て
準
備
を
整
え
て
い
ま
し
た
。初

め
て
の
五
輪
で
胸
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。し
か
し
思
い
も
よ
ら
ぬ
運
命
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

前
年
に
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
軍

事
侵
攻
し
た
こ
と
に
抗
議
し
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
が
、

モ
ス
ク
ワ
大
会
へ
の
参
加
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
の
で
す
。

当
時
を
振
り
返
っ
て
中
村
さ
ん
は
、「
最
終
的
に
は
、
国
が

決
め
る
こ
と
だ
か
ら
仕
方
な
い
、と
あ
き
ら
め
た
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。し
か
し
や
は
り
世
界
の
舞
台
に
立
ち
た

か
っ
た
無
念
さ
は
、察
し
て
余
り
あ
り
ま
す
。

  

い
ま
中
村
さ
ん
は
、
立
正
大
学
駅
伝
部
の
監
督
と
し
て

学
生
を
指
導
し
、箱
根
駅
伝
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。指

導
者
に
な
っ
て
か
ら
は
、《
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
葉
に
し

て
相
手
に
伝
え
る
こ
と
》
の
む
つ
か
し
さ
を
痛
感
し
た
と

い
い
ま
す
。そ
れ
で
も
経
験
を
重
ね
る
な
か
で
、「
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
」を
伝
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
を

め
ざ
す
若
者
に
中
村
さ
ん
は
、《
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ

と
が
、
い
ず
れ
社
会
に
出
て
頑
張
れ
る
か
ら
》
と
言
い
ま

す
。そ
し
て
《
夢
は
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
。陸
上
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
夢
を
口
に
出
し
て
言
う
こ
と
が
大
事

で
、頑
張
っ
て
ほ
し
い
》と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

   

群
馬
の
長
距
離
走
の
伝
統
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
新

し
い
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

故　金井選手（沼田高校）中村孝生さん

NHK前橋放送局長　
　　井口治彦
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